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From the Coordinators

From the Coordinators

コーディネーターからのメッセージ

長く厳しい残暑の後、涼しくなってきました
が、LDの活動は熱くなってきています。
6月、香港と広州でAutonomy in Language 

Learning: Maintaining Control Conferenceが開催され
ました。メインスピーカーのDavid Little, Philip Riley, 
Leni Dam, Edith Esch, and Phil Benson とともにLDメ
ンバーの青木なおこ, Andy Barfield とMike Nixにも
発表を依頼しました。ほかに１０名以上のLDメンバ
ーも参加して、その中からも多くの発表者がありまし
た。Eric Skierが書いた研究会評 を。。。ページで見て
ください。LDメンバー多数が参加したことは、AYAに
対する興味を起こさせましたが招じされまし。その結
果販売が増えただけでなく、また日本での自律性に
ついて2冊目の論文集「AYA2」や、より国際的なバー
ジョンのAYAをまとめるというエキサイティングな計
画も始まりました。　詳細は次の「学習の学習」や「
LD Wired」でご覧ください。そして香港でＡＹＡの販
売促進を手配してくださったAndyとMikeに本当に感
謝しますし、また荷物の中香港にＡＹＡを数冊を入れ
て香港へ持って行き、販売デスクを担当した方にも
感謝したいと思います。
１０月１４日、梅田で「Work in Progress」という小

研究会が行われました。そのとき香港の研究大会の
テーマを見直して、奈良のＪＡＬＴ大会のフォーラム
発表（ポスター）を下見しました写を見えま。後援し
てくださった大阪ＪＡＬＴに感謝します。特にプログ
ラム作成に努力してくださった大阪JALT会長のBob 
Sanderson、そしてHeidi Evans Nachi、 下絵津子、 
Eric Skier、Stacey Vye、また当日に助けてくださった
人皆に感謝します。その日の発表者・参加者全員にも
感謝したいと思います。
今年度ＪＡＬＴ全国大会はすばらしいものになるだ

ろうと思われます。「終生教育」という大会主題です
ので、以前よりも多数の学習者ディベロプメントに関
する発表が行われることは予想できます。それはいい
ことだと思いますし、喜ばしいことです。あらかじめ、
ご自分の大会予定を決めるために奈良大会のＬＤと
関係があるイベント詳細を。。。。ページでご覧くだ
さい。ここで１つのイベントをお知らせします。土曜日
16:45ー18:10、16号館16‐63でのＬＤフォーラムに是非
参加してください。またその後、18:15ー 18:40の年次
総会にも参加してください。学習ディベロップメントＳ
ＩＧが何をやっているかご理解いただくために、ＳＩ
Ｇ活動を共にしたいと思います。お待ちしています。

Ellen Head と Jodie Stephenson
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Skier: Autonomy and Language Learning

自律と言語学習：「コントロール
を維持して」
2004年6月14日、15日
参加者・発表者兼セールスマンによる報告

エリックM. スカイヤー　東京薬科大学

6月14日
私たち（Jodie, Rachelle, Stacey, Nanci, Alanと私）

は2台のタクシーに分乗して香港科学技術大学（
HKUST）に到着した。全てガラスで作られたとても堂
と々したビルだ。建物に近づくにつれて、私達は案内
のサインを探し始めた。驚くなかれ！入り口に何か書
いてあるものが出ている。近くによって白板を読むと
次のように書いてある。ゴードン・リサーチ学会：「植
物の塩と水に対するストレス」この場所だ！私たちは
にやりと笑いながら考える…。
さて冗談は抜きにして、実は私たちはまさに求め

ていたものをみつけた。(こう書くと変だが、この場
合はまさにそう。)　さらに晴れがましい歓迎が私た
ちを待っていた。数分のうちにリストの中の名前にチ
ェックマークが入いり、学会の資料の入ったバッグと
名札を貰った。「お久しぶり。」と同時に「やっと現
実に会えましたね。うれしいです。」とか言い合って
から、テーブルに案内される。そこでは既にMikeと
Andyが”Autonomy You Ask”（AYA!）の販売の準備
をしている所だった。配送料を節約する為に私たち
は本を日本から持参し、ここで荷をおろした。誰も彼
もがそうする事をニッコリ笑って気持ちよく引き受け
てくれた。素晴らしい出だしである。しかし、すぐにや
る事が待っていた。Philip RileyとEdith Eschが数分の
うちに基調講演をすることになっていたので、私たち
はすぐにその場を離れた。
Philipの講演「自律研究へのアプローチにおける

discursive dissonance」とEdithの｢CrashかClashか？―
自律、過去の十年間｣は意図的に関連付けてあった。
Philipはdiscursive dissonanceあるいは「個人が矛盾
するメッセージ、教育、アイデンティティやイデオロギ
ーにさらされるような状況」に関する多くの情報源の
概要を述べることから始めた。彼の話はイギリスとフ
ランスの中高等学校の教師と学生を比較した民族誌
学的研究を披露する事で締めくくられた。ときどきか
なり異なった言語教師たちは、イギリスの学生を励ま
し、フランスの学生をしかるという例による研究の成
果は得るところが多かった。教室、教師、学生という
ものは決して真空状態に存在しているのではなく、明
示的に、暗示的に色々な要因に影響を受けるばかり
ではなく、これらの要因はしばしば対立していて、学
生と教師を共に巻き込む綱引きのようなシナリオを
作っているのであると結論づけている。
Edithは冒頭、過去10年間の自律について振り返っ

た。良かった点と悪かった点が報告された。悪かっ
た点に関して、彼女は特に二つの点に言及した。1）「
学習者中心」と「自己中心」の違いについて、2）（最
近発見された）教師の自律に対する信念と教室内で
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の実際の行動とのギャップについてである。教師は
学生に混乱した信号を出しているようだ。Edithは、あ
る教師の行動を説明するのに学生の視点からみて「
精神分裂的な」という言葉を使ったほどである。彼女
が提起した論点はPhilipがdiscursive dissonanceや自
律研究へのアプローチにおいて提示したものを継続
し、支持するものであった。Edithは自律において四つ
の分野で将来の研究がなされることを推奨し、発表
を締めくくった。全コミュニティ的な取り組み、批判
的な教育研究、国際的な比較研究、自律に対する見
通しを共有する事の複雑さへの言及。
全ての発表について詳細を明らかにするのは困難

だ。だがここに2日間の発表をよく反映した引用と逸
話を書き出してみよう。

「私達が誰であるかという全ての要因は知
識/言語に対するアクセスを決定/制限する」
Philip Rileyがディスコースとアイデンティティ
について詳しく述べながら。

「自律なんてごまかしだ！」―Philip Riley が
彼の父の自律学習に対する言葉を引用しなが
ら。(会場大爆笑)

「どちらも屠殺場に行くのだ。ただ赤い方は
そのことを知っているのだ。」Edith Eschが、
Phil Bensonの表紙に羊の絵のある本に言及し
て。彼女は二匹の羊の絵を用意した。一つは
もともとの白い羊、もう一匹は赤く塗った羊。
普通の羊（おとなしい）と批判的思考をする羊
と(これも皆大笑い)。

PhilipとEdithの発表は有用な情報に富み、興味深
く、学会を素晴らしい雰囲気でスタートさせてくれ
た。しかしながら一つだけ問題点を上げさせてもら
えるなら彼らの発表は、私が出席した他の発表と同
様に、なによりも「補強している」という事だ、すなわ
ち、ここで言及された事柄は私が自分のクラスで既に
観察していることであり、私が研究し、心のそこから
真実であると思っていること。これらの事を更に捕え
直しているということである。しかしながら一方で、読
者の皆さんはいざ知らず、私は簡単に自信喪失に陥る
ので、他の教師や研究者が自分と同じ結論に達する
と、自分が何かをでっち上げたのでなく、ホラを吹い
ているわけではない。そう確認できるので実に気分
が良くなるのである。読者にもこの事は理解してもら
えるだろう。
その後午前中、私はSara CotterallとChristoph 

Hafnerその他による二つの発表に出席した。これら
の発表で、私は彼らが提示した発見について興味を
もった。あなた方読者がどう思われるのか分からない
が、私は「学習者のディベロップメント」を固く信じて
自律をいろいろな形で育んでいる一方で、教授と学習
における自律的なアプローチを支持する量的研究に
は興味をそそられる。
Saraの発表「正規のライティングクラスにおける自

律―学習の進歩を明確に表現する。」Saraは自分のラ
イティングクラスを吟味し、学習者が自分の学習の進
展について自覚する事について述べている。彼女の
発見は「…学習者が自分の目標、タスク、問題とスト
ラテジーをはっきり捕えられるということ自体が、学

Skier: Autonomy and Language Learning
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習者がアカデミック・ライティングに自律的に取組む
準備が出来ていることを意味するのである。」終盤に
三つの推奨事項が提示された。１)学生に強制的に内
省を行わせる。2）学生に教室の外で知識を応用する
よう勧める。3）教師はメタ認知的な知識の形跡を探
すべきである。
Saraの後、私はChristophと香港市立大学の同僚達

の発表「言語教授におけるSALLの統合を担う教師
を支援するWeb上のリソースの開発」でどのような発
表がなされるのか見に行った。私はSALLについては
熟知していないが、個人的にコンピューターに興味が
あるため、気分を換えるのに良いと思い聞く事にした
が、結果確かに興味深かった。面白い事に彼らが創っ
たWILD（ウェブ上の帰納的かつ独立した学習開発）
は学生向けではなく教師に向けたものだ。今まで私
が出席したほとんどのCALLは学生のためのサイトで
あったが、これは違っていた。代わりに彼らは教師の
為にリソースを作った。このサイトは次のような教師
のために、つまりは自己研修に興味を持つ教師のため
に作られた。そして彼らの「…学生達の自律学習ニー
ズの促進、学生が適宜な学習ストラテジーを特定で
きるよう学生のスキルを養成する事に対する教師の
理解や自信」を高めることを願って作られた。下記の
サイトで実際に見て確かめて欲しい。

http://wiild.cityu.edu.hk
かなり忙しく、有用な情報に富んだ午前中を過ごし

た後、約束どおりAYA!のテーブルで手伝いをして何
冊かを販売した。興味を持つ人もいて、何人かは昼食
に行く途中だったので、後で戻って買う約束をしてい
った。（その後ほとんどの人が約束を守ってくれた。）
とにかく私の昼食時間は半分過ぎてしまった。そう
思っていると、Phil Bensonがやってきた。これがPhil 
Bensonなのか。彼と何人かの学者の論文を読んで私
は初めて自律というものに取組み始めた。もちろん私
は何気ない様子で自己紹介をした。さらによかった事
に彼は、学会に参加した他の人たちの例にたがわず、
気取らず気さくな人であることが分かった。

「Autonomy You Askのあなたの章を私はとて
も気に入った。」―Phil BensonがStacyと私の
章にコメントしてくれた！彼は私達のAYAの寄
稿を呼んでくれたのだ！ワーイ。

	 午後のセッションはとても啓発的であっ
た。それらは同時に個人的でもあった。自分が発
表される論文の実際の対象である確率はそんなに
高くない。3年が経ったにせよ、私たち学生、つまり
はRachelle, Jodie, Stacey、私の4人は、教師のNanci 
GravesとAlan Mackenzieがコロンビア大学Teacher’s 
Collegeの自律の講座で、私たちから何を得たのか一
度も聞いた事が無かった。私たちはお互い、様々な書
籍や教師たちから何を得たのかについて常に話し合
った。しかし、彼らの発表「裏返して。学習者自律を通
して自律を発展させる。」で私たちは彼らが私たちを
どのように見ていたかを聞く事が出来た。怖いと同時
に素敵なことだと思った。

「学生たちがどんなに自律に魅了されたかに
ついて魅了された。」―Nanci Graves がStacey, 
Jodie, 私やその他について言及しながら。

Skier: Autonomy and Language Learning
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「プロセスに従って導くことが出来る枠組み
の中の自由」―Alan Mackenzieが自律の講座
のために彼らが作成した高度に構築されたシ
ラバスを正当化しながら。

彼らの発表が終わるともう5：00を過ぎていた。私
は少し疲れを覚えたが、どうしても見なければならな
い発表がもう一つ残っていた。それは私たちAYA!の
編集者のMikeとAndyによるものだ。中央大学で彼ら
が行ったカリキュラムの再編成の仕事については数
年前の大阪のLDリトリートでの話を聞いて多少知っ
ていた。以来、彼らは私の刺激となり、ロールモデル
となった。いつの日か彼らのように自分の教育機関で
も同様のことが実現できればと思っていた。たくさん
の聴衆で一杯の講堂に入場すると、(彼らの前評判は
既に行き渡っていた)私は色々な色の絡まった糸の塊
(彼らのカリキュラムに対する例え)を受け取った。教
員のリトリートのポスターや写真が壁中貼ってあり、
お楽しみが始まった。2人で気の利いた掛け合いがあ
った後、彼らは私たちを巻き込んで、参加者に協働的
なカリキュラムの開発についての印象を大まかに述べ
るように指示した。もちろん一人一人が違うイメージ
持つに至った。だがその後小グループに分かれてみ
ると、様々なことからプレッシャーを感じているのは
私1人ではない事に気がついた。MikeとAndyは彼ら
がライティングのクラスのコース説明を英語と日本語
にするだけで、どれだけ登録者数を増やす事が出来
たかといった例を披露してくれた。最初いくつかの障
害があった―最低限でも力と政治、これは大きな機
関では誰もがはっきりと気づくものである。しかし新
しいコース説明が出来あがった時、「どうしてもっと
早く僕らはそうしなかったのか。と思わず声をあげて
しまった…。」どこかで聞いたような話である。概して
学会の第一日目を締めくくるものとして完璧な結論で
あった。彼らの中央大学における業績については彼ら
のホームページを参照して下さい。
http://c-faculty.chuo-u.ac.jp/mikenix1/index2.html.

	 「それは猫の群れを率いるようなもの
だった。」―カリキュラムの変更と教師たちの
ワークショップでのAndyとMikeコメント。

6月15日：
忘れる前に言っておくが、前日の晩はキャンパスの

レストランで食べた素晴らしい中国料理で幕をとじ
た。食べ物はこの上なく、会場設定も他の参加者に
気軽な環境で出会えるように工夫されていた。Sarah 
Toogood, Richard Pembertonほか事務局のみんなに
栄光あれ！香港会場での二日目の学会が9：00に始
まった。すばやい朝食の後、ホテルからタクシーで
HKUSTに向かう。私はDavid Littleの「ヨーロッパ言
語のポートフォリオによる学習者自律の開発」と題
する発表を見るために出発した。私たちは幸運にも
彼の自律学習に対する気持ち、ELPプロジェクトそ
のものといくつかの結果およびフィードバックをこの
Learning Learningに納める事が出来たのだが、今回
の講演はそのほとんどを網羅していた。ここでも又、
研究がこのように自律の力を証明する肯定的な結果
をもたらす事を目にすることは、私自身にとって大き
な励ましになる。彼は教師の三つの役割：専門家とし
て、ガイドとして、調停者としての教師について述べ、

Skier: Autonomy and Language Learning
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June 15:	

私も共感している。これは私が愛すべき「じじ」と「ば
ば」を教えている時に特に顕著に演じている役割であ
る(AYA！を参照して下さい)。Davidとヨーロッパ中の
同僚によってカリキュラムのレベルで達成された事（
教師、研究者の側で）、また、学生の側の個人的に達
成されたことは素晴らしく刺激的である。今はここま
で。AYA2にて彼の論文は中心的な役割を果たすであ
ろう。ちょっとせっかちに進みすぎた。（このLLの後ろ
の方にDavid Littleの配布資料が載っている。）
彼の後にLeni Damの発表が行われた。前日と同じ

様に、これら立て続けに行われた二つの基調講演の
間にはかなりはっきりとした関連性があった。Leniの
講演は「自律言語クラスにおけるログブックの使用：
何故、どのようにログブックを用いるのかそしてどの
ような結果がもたらされるのか。」というものであっ
た。学生のログブック/日記についてたくさんの肯定
的・否定的な例を含んでいた。150以上の日記を週単
位で管理しているものとして、私は彼女の学生が日記
を書き続けていることについてどのように感じている
か、特に私の学生たちとの比較に興味を持って聞い
た。日記に対する彼女の情熱から、彼女が不利益より
もはるかに多くの恩恵を感じている事がはっきりと伝
わってくる。

「あなたが出来る最上の事は自分自身になる
事に長けることである。」―Leni Damが「わん
ぱくデニス」の漫画を引用して。

「学習者の日記がしなければならない何か
ではなく、活用されるように気を配ってくださ
い。」Leniのログブック/日記に対するアドバイ
スより。

コロキュアムの直前の準備とAYA!の販売で忙しか
った為、第二日目の残りの時間ではあと一つしか発表
を見る事が出来なかった。それはTerry Lambの「学習
する動機があるか？動機付けと学習者自律の関係」
私がこれを選んで出席した理由は、動機付けに言及
せずに自律について話す事は不可能だと思ったから
である。動機付けについての発表はそれまでなかっ
たのである。動機付けについて書かれた多くの文献
を読んでいたので正直目新しい事はほとんどなかっ
た。しかし、Terryの主題に対する把握は冒頭から明ら
かだった。それに加えて、これは私の意見だが、配布
資料が、少なくともこの２日間出席した全レクチャー
の中で、もっとも素晴らしいものの1つであった。
AYA！を昼食時間にテーブルで販売する２日目は

順調に過ぎた。この２日間、手伝ってくれた人たちに
お礼を言いたいと思う。Mike, Andy, Jodie, Stacey, 
Steve Brown, Hugh Nicollそして、ジャグリングの巨匠
Tim Murphy。もし誰かを忘れていたら本当に謝りま
す。生まれつきのセールスマンではないけれども、手
伝うことは実際楽しかった。(そのために現在の昼間
の仕事をやめるつもりはないが。)
この日の午後Jodi, Rachelle, Stacy, Alan, Nanci と

私で「自律を学生として、教師として実践して」と称す
るコロキュアムを行った。参加者は（MikeとAndyの
ように）多くはなかったが、こじんまりして心地良い
１５名ぐらいの参加があった。私たちの発表で、４人
が学生で、AlanとNanciはやや違った役目を演じた。
私たちがTeacher’s Collegeの自律の講座で何を得、
学生として教師としての自律学習への内省が（共通し

Skier: Autonomy and Language Learning



learning             learning–   –

た、だがきわめて個人的な流儀で）私たちにどのよう
な変化をもたらしたかについて物語った。ここで上げ
られた問題点は：競争と時間、不安感とエネルギー、
内省と自信そして協働的コミュニティの開発を含んで
いた。この件については参加者を４つのグループに
分け、自律の協働形式を開発し維持する為の原理に
ついて論議する機会を与えた。私たち（Jodie, Stacy, 
Rachelle、私）が互いに、私たちの教師に対して、そし
てこの発表への参加者に対してどれほど胸襟をひら
き、その分かち合いがいかに私たちの協働の成功にと
って重要であったか―私が観察したグループは、この
ことに興味を持ち、感心していた。私のグループのコ
メントを聞いてもこの他にどのようなことがあったの
かわからなかったが、Stacyが私に話してくれた事だ
が、彼女の担当したグループの中の四人は、皆日本で
英語を教えているのだが、教師同士の協働、もしくは
協働の不足に対する問題や共有しているフラストレー
ションについて議論した。

「このグループディスカッションの方がもっ
と面白いよ。」―Alan Mackenzieによるコメン
ト。

私たちの発表の時間が少なくなってきて全体で集
まるよう声をかけた際に。
私たち六人は議論が始まった事を嬉しく思うと同

時に、終えなければならない時間が来て終えなくて
はならなくて悲しかった。このような学会では時間の
問題というものはいつでも一つの要因なのだと思う。
お互いにこれほど共有し、学ぶべき物があるというの
に、いつも十分な時間がない！
部屋を掃除し、夢から現実に戻り、といっても時に

発表で過剰なエネルギーが作られてしまう事がある
のだが、結局私は香港会場で、学会の最後の2,3時間
に開かれている、五つあるラウンドテーブル・ディス
カッションの中の一つに参加することにした。言語学
習者の履歴（LLHｓ）に非常に興味を持っていたので
青木直子とPhil Bensonの「自律の経験」というランド
テーブルは、私の残りの時間をすごす場として理にか
なった場所のように思えた。部屋（というのか実際は
講堂）に入やいなや一つの明らかな問題がある事に
気がついた。ラウンドテーブル自体が無かったのだ。
しかし読者の多くが既に知っているように「自由な
精神」の直子は本当に全ての人が平等であるように
感じて欲しかったので、多くの人に床に座るようにす
すめた。そこで私たちはLLHｓの価値について、果た
して本当に価値の有る物なのかということについて、
熱気のある議論を戦わせ始めた。LLHｓを支持する
ものは次のような利点について述べた：学習者の切
り離せない内省のプロセスと自分の生徒の個別化、
つまりはステレオタイプを防ぐのである。私は70以上
のLLHsを研究プロジェクトで集めたことがあり、こ
れら二つの利点の存在については証言することがで
きる。しかしながらある参加者はLLHｓが押し付け
的な性格を持ち、（例えば大きな大学などの）規模の
大きなプログラム等で本当に価値のあるものなのか、
そういう懸念を表明した。この事にかかわらず、私は
どちらかというと「学習者履歴のもたらす新しい認識
は、学生の側に芽生える。それはコースを企画する者
のためではなく学生のための物である。」そう言った
直子に賛成する。
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結局この学会に出席する意義は間違い無くあっ
た。これまでに述べた通り、参加者になる事によって
私は世界中からの教師、研究者の研究について聞く
機会を与えられ、私独自の実践の多くと信念が強化
された。そして発表者としては他の人たちが何を経験
して感じたかについて共有して耳を傾ける機会を持
つことができた。過去の多くの発表者同様に、真に
成功した発表者は自分が持ってきたもの以上の多く
のものを持って帰る。私は同僚の発表者に代わって
彼らの気持ちを述べる事は出来ないが私は確かにそ
のような気持ちがした。そして最後にAYA!のセール
スマンとして、あらゆるタイプの学会の参加者とボラ
ンティアたちとよりざっくばらんに、気軽に知り合い
となれ、素晴らしい時を過ごせた。今回初めて国際学
会に参加するに当たって、エゴのぶつかり合いや、や
ってはいけない事について少し心配したがそんな事
はほとんどなかった。代わりに私は自律にかかわりの
ある様々な問題について興味を共有する世界中から
来た人 と々多くのつながりを作り、香港を後にするこ
とができた。私はこの学会に出席した人たちと再会
することを楽しみにしている。

「文末注」
ここで思い出したのだが、10月17日に大阪で学習

者デベロプメントについての催し：ワークショップが
一つか二つ、香港で発表したLDメンバーで構成され
たパネルディスカッション、そしてJALT大阪支部と
LD研究部会が共催する「学習者ディベロップメント
を讃える日―進行中の研究」と題するミニ研究会に
向けて私たちがやっている研究についての多くのポ
スター発表を行う。もし自律についての知識を深めた
いと思っていて自分の経験を他の皆と共有したいと
思うなら、出来るだけ参加して下さい。私たち一同そ
こでお会いできることを楽しみにしている。最後にど
うかこの学会、「自律と言語学習：コントロールを維
持して」に基づいた出版物がいつ出版されるのかに
注意深く気を配っていて下さい。私がここで書かなか
った事もたくさん載っていることと思う。
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“Endnote” 

Benson: Why Autonomy? Why Now?

Phil Benson’s Plenary in 
Hangzhou: Why Autonomy? 
Why Now?

杭州の総会におけるPhil 
Bensonの本会議：何故オートノ
ミーなのか、何故それが今なの
か？

P hilBensonの杭州（中国、ハンチョウ）での講
演は香港のものとは趣旨が異なり、人々がオ
ートノミーに興味を持ち、それがますます高

まりを見せているのは何故なのかという二つのメタ
質問に対する答えを提示する趣旨であったが、それ
は香港講演に匹敵するほど示唆に富んだものであ
った。これらの質問に対して答えを出そうとする際、
PhilBensonはShrekと呼ばれるニュージーランド野生
種の羊に関するウィットに富んだコメントで上手く聴
衆の興味をひきつけた。Shrekについてはこのレビュ
ーで後にもう一度触れるとして、ここではまずはじめ
にPhilBensonが示そうとしたいくつかの明確な答え
の基本的な部分を見てゆこう。1964から2004年まで
歴史的観点からその認識の変遷を追って行く中で、
講演者は1964年、1974年、1984年、1994年、および
2004年での10年毎の言語教育におけるオートノミー
に対する興味のレベルに注目した。Bensonによると、
1964年の時点では出版物や学会においてオートノミ
ーへの興味はそれと認識できるほどのものはなかっ
た。1974年までに自立学習の台頭につれて動きが見
られるようになってきた。1984年までに、「自己学習
への責任能力」としての学習者オートノミーに関する
Holecによる1979年と1981年の解説など、大きな影
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響力を持つ複数の論文と著書が世に送り出された。
その後、香港学会が初めて開催された年の1994年ま
でにはオートノミーの概念が第二言語の学習理論と
実践の一部となっており（例えば、Little,1991年）、
1990年代後半には教育界のスローガンとして認めら
れるまでになった。1984年や1994年の時点でHolecや
Littleを引用して言語教育における学習者オートノミ
ーが何たるかを語るのは極めて簡単であっただろう
が、現在はもはやそういう状況ではないとBensonは
主張する。種々のコンテキスト、実践場面および理論
づけにおいて再解釈され適応されることを通してオ
ートノミーの概念広義になり多様化してきたと講演
者は記している。今やそれは多くのさまざまな人々に
とって多くのさまざまな意味合いを持っているため、
どのようにしてこの言葉の意味を理解するができる
のか？今オートノミーをどのように語るかに関して筋
の通ったものにするための主要な方策が4つあると
PhilBensonは示唆している。第一は「解釈の方策」で
ある。つまり、これは現在の実践内容や理論を踏ま
えた上で信頼すべき原典を参照し、これらの非常に
価値の高い定義を再解釈することを意味している。
これは、例えば、狭義に学習者オートノミーを捉える
ことに焦点を当てた文献レビユーである（すなわち、
Dam,　Esch,　Holec,　Little,　Riley,およびその他
の引用）。それとは反対に、第2の答えである「真髄の
方策」は、あらゆるコンテキストに対して適応しうる
オートノミーの本質的かつ核心的な意味を見い出そ
うとするものである。このように、Wenden（1991年）
は主にメタ認識（自分の心理過程の考察）に焦点を
合わして、より優れた学習者オートノミーを育成する
意図を下支えできるような学習方策を探求している。
Bensonが「カレードスコープの方策」と見なした第
3のアプローチは、同一の概念に対して多様な視点モ
デルを設定して、そうした見解の多様性の中で種々
のパターンや繋がりを見極めて行こうとするものであ
る。このアプローチの弱点は、1つのモデルの中に何
もかもを包括しようとすることだけでなく、関連性の
ないバラバラな特徴を今後限りなく付け加えていくと
いうことである（すなわち、オートノミーはこれに関連
しており、それのみならずあれにも、またこれにも、そ
してあれにも・・・）。さらに言えば、このアプローチ
は色々なパターンを変えてカレードスコープを振る度
毎に異なる答えを持ち出す可能性がある。オートノミ
ーに関して著述したり理論付けする際、PhilBenson自
身これら3種類の方策全てを試そうしてみたが、結局
仕上がったキャンバスに満足はできなかったと記し
ている。この絵を違った方法で描くことはできなか
ったであろうか？何故われわれはオートノミーに興味
を持つのか、そして何故それが今なのかという理由を
説明する第4番目の方策の中に現時点で最良の代案
があるとPhilBensonは論じている。つまり、われわれ
の目の前にこの概念があり、問題はどのようにしてそ
れがここに至ったか、またどんな目的を果たす（満た
す？）のかを理解することである。すなわち、何故オ
ートノミーで、何故今なのか？Bensonが示唆する答え
の一つは、第二言語教育はグローバリゼイションの
進展と平行して急激に成長してきたということである
（グローバリゼイションのギアボックスとしてのオー
トノミー）。この急成長は一段と多様性を進めるとい
う好ましい（前向きな？）結果をもたらした。けれど
も、過去10年において学習者が多様化していくのに
第二言語習得理論はこの多様性というものの重要性
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